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白山市ＰＴＡ連合会（市Ｐ連）は、

白山市内27小中学校のＰＴＡから

組織されている社会教育団体です。 

白山市ＰＴＡ連合会  検索 

教頭会？ 

白山市ＰＴＡ大会～記念講演＆落語～ 

12 月15 日（土）13：30～鶴来総合文化会館クレイン 

講師 桂 文喬氏（かつら ぶんきょう）落語家・教育評論家 

演題 「笑いはたっぷり、躾はしっかり」 
講演に引き続き、落語「研修医・山田一郎」をしていただきます。お子様とご一緒にお楽しみください。 

※詳細はお子様を通じて配布されるチラシ、またはホームページをご覧ください。 

 

 

昨年に引続き｢白山市 PTA親子登山隊 in白山｣を開催しま

した。参加者の半数以上が白山登山初心者でしたが、今年も

白山市山岳協会とつるぎ病院のご協力をいただき無事登山

を行うことができました。今年は何とか途中下山者を出さず

に登りきることができました。途中苦しい思いをした人も大

きな達成感を共有できたと思います。 

子供たちの頑張りを霊峰白山も見ていたのでしょう、ご来

光を見るのが難しいといわれる白山で今年も素晴らしい瞬

間に立ち会うことができました。この頑張る事で得た喜びの

経験が子供たちの未来の糧になることを祈念します。    

副隊長 木村俊夫（市Ｐ連運営幹事） 

 

白山市には小中学校合わせて２８人の教頭先生がいます。それぞれの学校で校長先生のリーダー

シップのもと、児童生徒の教育と学校運営に携わっています。「教頭先生たちは教頭会という組織

を作り活動をしているらしい」と聞き、その内容をレポートしてみました。 

教頭会では年間通したテーマで研究をしているって本当ですか？ 

29・30 年度は「『これからの時代をたくましく生き抜く力の養成』への教頭の関わり」をテーマ

に、２年間で研究したものをこの夏の県教頭研究大会で発表しました。 
 

難しそうなテーマですね。どんな話題が出ましたか？ 
子供たちには、これからの予測不可能な社会をたくましく生き抜いてほしいと考えています。その

ためには「人間力」「主体的・協働的な問題解決力」をはぐくむ教育が大切だと考え、各校の実践

を持ち寄って話し合ったり、講演会を聞いたりするなかでまとめていきました。 

 

「人間力」や「主体的・協働的な問題解決力」の育成に必要なことは？  

「人間力」の育成には、児童生徒の自己有用感（人の役に立ってうれしい気持ち）を育むことが大 

切です。そのために学校では縦割り活動や自治的活動、ボランティア活動に取り組んでいます。 

また、「主体的・協働的な問題解決力」の育成には、授業等を通して主体的・協働的に学ぶ場を設 

定していく必要があるといえます。これには、教師自身の授業力向上も欠かせません。教頭として 

は、教育活動全般を通じ、地域や保護者と連携しながら教師集団の資質・能力を高める指導・コー 

ディネーター役をこれからもしていかねばならないと感じています。 

 

学校現場から地域・保護者の皆さんへ一言お願いします。 

どんな時代が来ても学校教育とともに児童生徒の健やかな成長を支えるのは、地域・保護者の皆さ

んであることに変わりありません。これからもともに子供の成長を真ん中に据えて力を合わせて頑

張っていきましょう。よろしくお願いいたします。 

 

 

 



 

親子の距離感             

親子、特に父と娘、母と息子の異性間での関係性や距

離感で迷っている方が多いと感じました。正解はない

と思いますが、「少年は手を離せ、目を離すな」「青年

は目を離せ、心を離すな」という言葉が一つの目安に

はなるのでは。「ヘリコプターペアレント」というキー

ワードも出てきました。 

「ヘリコプターペアレント」子供の頭上をヘリコプターで旋回するよ

うに見張って関わろうとする過干渉、過保護な親のこと。子供のこと

を可愛く思い、良かれと思って干渉したがるが、子供の自立や成長の

機会を奪ってしまうことにもなりかねない。 

 

コミュニケーション            

多様化する社会の中で、親同士、学校や地域とのコミ

ュニケーションの取り方について悩んでいるという声

が聞かれました。 

 

発達障害                 

ＡＤＨＤ（注意欠如・多動性障害）・ＬＤ(学習障害)・

ＡＳＤ（自閉スペクトラム症）などの障害で悩む子供

や大人がいることを知る事も大切です。 

 

食 育          
学校給食では地産地消を進めている 

ほか、旬を感じる給食、絵本で登場 

した料理を再現した給食など、飽き 

させない工夫をしています。 

 

子供の安全～見守り隊～         
「徐々にあいさつが良くなってきた。自分は知らない

おじさんだったんだな」という見守り隊の方の話が印

象的でした。私は、子供たちにとって“知っている大人”

になれているのでしょうか？見守り隊は出来ないが、

自分で出来ることを考える事が大切との意見も。 

 

ストレス発散法             

ストレス発散法を教えてほしいです！ 

自分の時間が欲しい。皆さんはどんな時間の使い方を

していますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

ネット・ＳＮＳ             

家庭でのルール・時間、ネットモラルなどは保護者の

悩みの種。スマホなどを持たせない事も大切だが、ル

ールを守り上手く使う事も重要との意見もありまし

た。スマホの対応に悩む親にとって「スマホ 18 の約

束」は一つの指標になると思います。 

「スマホ１８の約束」マサチューセッツ州の母親が、13 歳の息子にス

マホを買ってあげます。息子が箱をあけると、そこには母から息子へ

の「使用契約書」が入っていました。もちろんこれは、企業が入れた

ものではなく、母が息子のために書いたもの。 

「スマホ１８の約束」で検索してみてください。 

 

若者言葉                 

「キモイ」「ウザイ」「ウケル」「卍（まんじ）」「草」

「りょ」「それな」などなどＳＮＳ中心に言葉が乱れ

ている。使ってはいけない理由を教えることも必要と

の意見も出ました。 

 

 

自己肯定感               

外国に比べとびぬけて低いです。子供本人の心の中だ

けではなく、親や友達との関係性や、役に立ったかな

どの外部的な要因が大きいそうです。叱っても、ほめ

ても、“認める”ことが大切との意見もありました。 

 

褒める？叱る？認める？         

子供に対してだけではなく、夫や妻に対してはどうで

しょうか？褒め方講座をしてほしいという要望もあり

ました。 

 

モラルとマナー             

様々な面で足りないと感じている方も多く、子供の道

徳の教科書を見ている方もいました。 

 

お金の価値観・お小遣い          

お小遣いをあげる時期や金額、あげ方など、正解がな

い分いろいろな意見がありました。 

家族会議で決めるとの意見も。 

しっかりとした価値観を教える 

ことが大事。 

平成 30 年６月２日（土）にレッツホールつるぎで、第６回ＴＨＥ座談会が開催されました。今回はテーマを決めず、ワール

ドカフェ方式で参加者それぞれの子育てや教育等の疑問や悩みを話し合い、みんなで共有しました。なるほど！と納得する

ことや色々なキーワード、初めて知ったこともたくさんありました。ほんの一部ですが内容を紹介します。 

 
 

■スケジュール■■■ 

ＴＨＥ 
座談会 
報 告 

開会 

川本務会長が開会の 

挨拶をしました。 

 

アイスブレイク 
話しやすい雰囲気を作るためにアイ

スブレイクを行いました。“負けジャ

ンケン”と“リフレーミングカード

で他己紹介”で和やかな雰囲気に。 

 

 
 
 
 
 
 
 

ワールドカフェ 
ひとつのテーブルに５人。模造紙に

自由にメモを取りながら対話をしま

す。１ラウンド 30 分でメンバーをシ

ャッフル。途中休憩を挟みながら３

ラウンド行いました。ジャズを BGM

に、コーヒーを飲みながら、対話を

楽しみました。 

 

 
 
 
 
 
 
 

全体共有 
各テーブルをまわり、それまでにで

てきた悩みや疑問を全員で共有しま

した。 

 
 
 
 
 
 
 
 

閉会 
アンケートを記入して解散。 
お疲れ様でした。 

座談会では、いろいろな悩みがでまし

た。なかなか答えは出ませんが、知るこ

と、共有すること、たくさんの人が考えるこ

とで、小さな変化がたくさん起こり、 

そして小さな変化は大きな流れになりま

す。参加できなかった皆さんも、今回出

たキーワードを一緒に考えていただけれ

ばと思います。 

第７回ＴＨＥ座談会に 

参加しませんか！ 

11/10（土）10：00～12：00  

場所：レッツホールつるぎ   

詳しくはホームページをご覧ください。 

山本洋平家庭教育委員長 

 

 

太島弥生家庭教育副委員長 

 

 

リフレーミングカードで他己紹介 

視点を変えることで 

これまでとは異なった世界がみえてくる！ 

今回の座談会では、リフレ―ミングカードを使って自己紹介なら

ぬ他己紹介をしました。このカードは表面にネガティブ、裏面に

ポジティブな言葉が書かれています。リフレーミングとは今の見

方とは違った見方をすることで、それらの意味を変化させて、気

分や感情を変えること。“短所”と見るのではなく、自分（子供）

の隠れた“長所”や“才能”を発見するのに役立ちます。 

 

リフレ―ミングしてプラスの言葉に！（変換例） 

 

◇何があっても生きているんだから大丈夫。 

◇パパさんたちの意見が聞けて良かったです。 

◇子供だけでなく、親自身も見つめ直す、いいきっかけになりました。 

◇悩み事ばかりでしたが、前向きになれました。子供の決めたことを応援

する姿勢で子育てしていきたいと思います。 

◇子供の学年を超えて話すことができてよかった。もう少し話せる時間が

ほしいです。 

◇親が口・手を出すだけでなく、子どもに少し時間を与え待つ姿勢も大事

ですね。 

◇このような場に来る意思のある方は少なからず共感できる部分を持ち

合わせている。逆に無関心である方たちと交わるチャンスが少ないなぁ

と感じます。 

参加者の声 

短  気 行動的で判断が早い 

優柔不断 人の意見を尊重できる 

飽きっぽい 好奇心旺盛 

マイペース 自分らしさを持っている 

面倒くさがり おおらか 


